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感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律の施行規則 

の一部を改正する省令等について 

 

 今般、新型インフルエンザ（Ａ/Ｈ１Ｎ１）の患者の急激な増加が確認されたことか

ら、「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律の施行規則」の一部

改正が行われ、８月２５日公布、同日付け実施された旨、各関連通知と併せて福岡県

保健医療介護部保健衛生課より通知がありましたのでご連絡いたします。 

 今改正により、感染症法第１２条の規定に基づく医師の届出については、当分の間、

不要となりましたが、集団発生の端緒は引き続き把握し、集団発生が生じている施設

等に対する感染拡大防止対策は継続されることから、集団での発生が疑われる患者を

診察した際の保健所に対する連絡は必要となりますのでご留意下さい。 

 また、添付通知２．「新型インフルエンザ（Ａ/Ｈ１Ｎ１）の集団発生が疑われる場

合における医師からの報告と感染拡大防止対策の実施について」（健感発0825第2号）

において、基礎疾患を有する者等で重症化するおそれが高い者が集団で生活する施設

等において新型インフルエンザ（Ａ/Ｈ１Ｎ１）の集団発生が疑われる事例が発生した

場合の対応が、下記のとおり示されております。 

 つきましては、貴会におかれましても本件についてご了知いただき、会員各位への

周知方よろしくお願い申し上げます。 

 

記 

 

 基礎疾患を有する者等で重症化するおそれが高い者が集団で生活する施設等にお

いて新型インフルエンザ（Ａ/Ｈ１Ｎ１）の集団発生が疑われる事例が発生した場合

の対応について 

 

 今般、基礎疾患を有する者等で重症化するおそれが高い者が集団で生活する施設等

において、新型インフルエンザ（Ａ/Ｈ１Ｎ１）の集団発生が確認される事例が何例

か報告されたところ、重症化するおそれが高い者が集団で生活する施設等において、



新型インフルエンザ（Ａ/Ｈ１Ｎ１）の集団発生が疑われる旨の連絡を受けた場合は、

以下の対応を迅速に講じることとする。 

 

（１）医師等からの連絡により集団での発生が疑われる施設等を把握した保健所は、

当該施設等の施設長等と連携し、施設内でインフルエンザ様疾患を呈する者を迅

速に把握する。 

 

（２）保健所は、（１）で把握したインフルエンザ様症状を呈する者に対し、速やか

に医療機関を受診するよう勧奨するとともに、医師の判断により、ＰＣＲ検査を

実施する。 

 

（３）また、当該施設でインフルエンザ様症状を呈する者と濃厚に接触したと判断さ

れる基礎疾患を有する者であって、重症化するおそれがある者については、予防

投与の必要性について、医師の判断により、検討することとする。 

 

（４）さらに、当該施設等の職員等で、インフルエンザ様症状を呈する者と濃厚に接

触した者については、適切な感染防止対策の実施を求めることとする。 

 

 

 

【添付通知】 

１．「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律の施行規則の一部を

改正する省令について（施行通知）」（健感発0825第1号） 

 

２．「新型インフルエンザ（Ａ/Ｈ１Ｎ１）の集団発生が疑われる場合における医師か

らの報告と感染拡大防止対策の実施について」（健感発0825第2号） 

 （特記事項） 

 

３．「新型インフルエンザ（Ａ/Ｈ１Ｎ１）に係る症例定義及び届出様式等について」

（健感発0825第3号） 

 

４．「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律施行規則の一部を改

正する省令の施行に伴う運用の変更について（Ｑ＆Ａ等）」（平成21年8月25日事

務連絡） 
































